
(57)【要約】

【課題】　螺旋コイル形状に成形した複数本の銅管７、

８を、交互に配して互いに当接させて積層し、流体を交

互に流通させて熱交換を行うコイル管積層式熱交換器の

製造方法であって、機械的支持構造を不要とし、耐久性

の向上とともに熱伝導性に優れたコイル管積層式熱交換

器を製作可能な製造方法を提案する。

【解決手段】　当接する銅管７、８の間に、銅管７、８

に適合した曲率の円弧状に形成したろう棒１０を頂部に

設置し、電気炉でろう付して銅管７、８を接合する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 螺 旋 コ イ ル 形 状 に 成 形 し た 複 数 本 の 銅 管 ７ 、 ８ を 、 交 互 に 配 し て 互 い に 当 接 さ せ て 積 層
し 、 流 体 を 交 互 に 流 通 さ せ て 熱 交 換 を 行 う コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 当 接 す る 銅 管 ７ 、 ８ の 間 に 、 銅 管 ７ 、 ８ に 適 合 し た 曲 率 の 円 弧 状 に 形 成 し た ろ う 棒 １ ０
を 頂 部 に 設 置 し 、 電 気 炉 で ろ う 付 し て 銅 管 ７ 、 ８ を 接 合 す る こ と を 特 徴 と し た コ イ ル 管 積
層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 螺 旋 コ イ ル 形 状 に 成 形 し た 複 数 本 の 銅 管 ７ 、 ８ を 、 交 互 に 配 し て 互 い に 当 接 さ せ て 積 層
し 、 流 体 を 交 互 に 流 通 さ せ て 熱 交 換 を 行 う コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 当 接 す る 銅 管 ７ 、 ８ の 間 に ペ ー ス ト 状 ろ う 材 を 頂 部 に 塗 布 し 、 電 気 炉 で ろ う 付 し て 銅 管
７ 、 ８ を 接 合 す る こ と を 特 徴 と し た コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 外 周 に 間 隔 を 隔 て て 複 数 本 の バ ン ド １ ２ で 銅 管 ７ 、 ８ を 締 結 す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載
の コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 複 数 本 の コ イ ル 管 を 交 互 に 配 し て 互 い に 当 接 さ せ て 積 層 し 、 流 体 を 交 互 に
流 通 さ せ て 熱 交 換 を 行 う コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 銅 管 等 の 管 体 を 螺 旋 コ イ ル 形 状 に 成 形 し 、 こ の ２ 本 の コ イ ル 管 を 交 互 に 配 し て 互 い に 当
接 さ せ て 積 層 し 、 ２ 種 類 の 流 体 を 交 互 に 流 通 さ せ て 熱 交 換 を 行 う コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器
が あ る 。 従 来 、 こ の コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 は 、 機 械 的 外 力 に よ り 管 体 を 圧 接 さ せ る 手 段
で 製 作 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ３ に 一 般 的 な コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 構 造 を 示 す 。 図 に 示 す よ う に 、 コ イ ル 管 積 層
式 熱 交 換 器 は 、 螺 旋 コ イ ル 形 状 に 成 形 し た ２ 本 の 管 体 １ 、 ２ を 交 互 に 配 し て 互 い に 当 接 さ
せ て 積 層 し 、 円 筒 形 状 に 巻 装 し て 形 成 さ れ て い る 。 両 側 端 に 支 持 プ レ ー ト ４ が 当 接 さ れ 、
軸 心 に 設 け た ロ ッ ド ５ で 支 持 プ レ ー ト ４ を 締 結 し 、 管 体 １ 、 ２ を 機 械 的 外 力 に よ り 締 め 付
け て 圧 接 さ せ る 構 造 で あ る 。 一 方 の 流 体 が 管 体 １ を 流 通 し 、 他 方 の 流 体 が 管 体 ２ を 流 通 し
、 ２ 種 類 の 流 体 が 交 互 に 流 通 し て 熱 交 換 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ う し た 機 械 的 外 力 に よ る 圧 接 手 段 に お い て は 、 温 度 変 化 に よ る 管 体 の 膨 張 ・ 収 縮 、 あ
る い は 振 動 に よ る 緩 み が 生 じ 、 圧 接 不 良 に よ り 、 安 定 し た 熱 伝 導 性 が 得 ら れ な く な る な ど
そ の 耐 久 性 に 課 題 が あ る 。 ま た 、 構 造 上 、 適 切 な 締 結 力 で 支 持 可 能 な 全 長 に 限 度 が あ り 、
製 作 可 能 な 熱 交 換 器 の 能 力 に 限 界 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る こ と を 目 的 と す る も の で 、 機 械 的 外 力 に よ る 圧 接
手 段 に 代 わ り 、 ろ う 付 に よ る 接 合 手 段 を 用 い た コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 を 提 案
す る も の で 、 機 械 的 支 持 構 造 を 不 要 と し 、 耐 久 性 の 向 上 と と も に 熱 伝 導 性 に 優 れ た コ イ ル
管 積 層 式 熱 交 換 器 を 製 作 可 能 な 製 造 方 法 を 提 案 す る も の で あ る 。 ま た 、 作 業 性 、 生 産 性 に
優 れ た 製 造 方 法 を 提 案 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 は 、 螺 旋 コ イ ル 形 状 に 成 形 し た 複
数 本 の 銅 管 ７ 、 ８ を 、 交 互 に 配 し て 互 い に 当 接 さ せ て 積 層 し 、 流 体 を 交 互 に 流 通 さ せ て 熱
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交 換 を 行 う コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 当 接 す る 銅 管 ７ 、 ８ の 間 に 、 銅
管 ７ 、 ８ に 適 合 し た 曲 率 の 円 弧 状 に 形 成 し た ろ う 棒 １ ０ を 頂 部 に 設 置 し 、 電 気 炉 で ろ う 付
し て 銅 管 ７ 、 ８ を 接 合 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 は 、 螺 旋 コ イ ル 形 状 に 成 形
し た 複 数 本 の 銅 管 ７ 、 ８ を 、 交 互 に 配 し て 互 い に 当 接 さ せ て 積 層 し 、 流 体 を 交 互 に 流 通 さ
せ て 熱 交 換 を 行 う コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 当 接 す る 銅 管 ７ 、 ８ の 間
に ペ ー ス ト 状 ろ う 材 を 頂 部 に 塗 布 し 、 電 気 炉 で ろ う 付 し て 銅 管 ７ 、 ８ を 接 合 す る こ と を 特
徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 は 、 外 周 に 間 隔 を 隔 て て 複 数 本 の
バ ン ド １ ２ で 銅 管 ７ 、 ８ を 締 結 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 の コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 電 気 炉 内 で 溶
融 し た ろ う が 毛 細 管 現 象 で 銅 管 ７ 、 ８ の 間 隙 内 に 侵 入 し 、 銅 管 ７ 、 ８ が 堅 固 に 接 合 さ れ 、
銅 管 ７ 、 ８ は ろ う 材 に よ る 合 金 結 合 と な る た め 、 熱 伝 導 性 に 優 れ る と と も に 、 温 度 変 化 に
よ る 銅 管 ７ 、 ８ の 膨 張 ・ 収 縮 、 あ る い は 振 動 に よ る 圧 接 不 良 が 生 じ る こ と が な く 、 耐 久 性
の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 機 械 的 支 持 構 造 が 不 要 で あ る と と も に 、 製 作 可 能 な 全
長 に 制 限 が な く 、 大 能 力 の 熱 交 換 器 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 外 周 に 間 隔 を 隔 て て 複 数 本 の バ ン ド １ ２ で 銅 管 ７ 、 ８ を 締 結 す る 手 段 は 、 組 み 立
て 作 業 性 に 優 れ 、 生 産 性 の 向 上 で 製 作 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 、 こ の 発 明 の コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 の 具 体 的 な 手 順 を 示 す 。
　 図 １ の （ イ ） は 、 ２ 本 の 銅 管 ７ 、 ８ を 交 互 に 配 し て 互 い に 当 接 さ せ て 積 層 し 、 円 筒 形 状
に 巻 装 し た 状 態 で あ る 。 こ れ を （ ロ ） に 示 す よ う に 、 ４ 本 の ス チ ー ル 製 バ ン ド １ ２ を 用 い
、 外 周 に ラ ジ ア ル 間 隔 （ ９ ０ 度 間 隔 ） を 隔 て て 軸 方 向 に 沿 っ て 締 結 し 、 銅 管 ７ 、 ８ を 結 束
す る 。 次 に 、 当 接 し た 銅 管 ７ 、 ８ の 間 （ 谷 間 ） に 、 銅 管 ７ 、 ８ に 適 合 し た 曲 率 の 円 弧 状 に
形 成 し た ろ う 棒 １ ０ を 設 置 す る 。 ろ う 棒 １ ０ は 、 銅 管 ７ 、 ８ の 外 周 の １ ／ ３ か ら １ ／ ５ 程
度 の 全 長 に 形 成 さ れ 、 頂 部 に 位 置 す る バ ン ド １ ２ ａ の 下 に 位 置 を 揃 え て 設 置 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に し て 組 み 立 て た 組 立 品 を 、 ろ う 棒 １ ０ が 頂 部 に 位 置 す る 状 態 で 電 気 炉 に 投 入
す る 。 電 気 炉 内 で 溶 融 し た ろ う は 、 銅 管 ７ 、 ８ の 下 半 底 部 側 に 流 入 し 、 毛 細 管 現 象 で 銅 管
７ 、 ８ の 間 隙 内 に 侵 入 し 、 銅 管 ７ 、 ８ が 堅 固 に ろ う 付 さ れ る 。 ろ う 付 後 バ ン ド １ ２ を 取 り
外 し 、 コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 が 製 作 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 こ の よ う に し て 製 作 し た コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 断 面 図 で あ る 。 銅 管 ７ 、 ８
の 断 面 形 状 は 円 形 で も 差 し 支 え な い が 、 熱 交 換 器 の 全 長 （ 高 さ ） の コ ン パ ク ト 化 を 図 る た
め に 、 図 に 示 す よ う に 、 扁 平 形 状 （ 楕 円 形 状 ） と す る こ と が 有 効 で あ る 。 こ の コ イ ル 管 積
層 式 熱 交 換 器 に お い て 、 一 方 の 流 体 が 管 体 ７ を 流 通 し 、 他 方 の 流 体 が 管 体 ８ を 流 通 し 、 ２
種 類 の 流 体 が 交 互 に 流 通 し て 熱 交 換 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 、 図 面 で は ２ 本 の 銅 管 ７ 、 ８ を 積 層 し た 熱 交 換 器 に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 発 明 の
コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 製 造 方 法 は 、 ３ 本 、 ４ 本 の 銅 管 を 用 い 、 こ れ ら を 順 次 交 互 に 配
し て 互 い に 当 接 さ せ て 積 層 す る 構 造 の 熱 交 換 器 の 製 作 に も 適 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 当 接 す
る 銅 管 ７ 、 ８ の 間 に ろ う 棒 １ ０ を 頂 部 に 設 置 す る こ と に 代 わ り 、 当 接 す る 銅 管 ７ 、 ８ の 間
に ペ ー ス ト 状 ろ う 材 を 頂 部 に 塗 布 す る こ と で 、 同 様 に し て 、 ろ う 付 し て 銅 管 ７ 、 ８ を 接 合
す る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-345087 A 2005.12.15



【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 　 こ の 発 明 の 製 造 工 程 を 示 す 説 明 図 で 、 （ イ ） は ２ 本 の 銅 管 円 筒 形 状 に 巻 装 し た
状 態 の 斜 視 図 、 （ ロ ） は バ ン ド で 締 結 し 、 ろ う 棒 を 設 置 し た 状 態 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 　 こ の 発 明 の 製 造 方 法 で 製 作 し た コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 　 従 来 の コ イ ル 管 積 層 式 熱 交 換 器 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
７ 、 ８ 　 銅 管
１ ０ 　 ろ う 棒
１ ２ 　 バ ン ド
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